
(57)【要約】
【課題】超音波探触子の音響レンズにおける持続性の高い抗菌加工技術が求められている
。しかしながら、その具体的な抗菌剤とその加工方法については知られていない。
【解決手段】超音波探触子にリン酸ジルコニウムに銀をインターカレートした抗菌剤を紫
外線硬化樹脂とともに塗装することにより抗菌加工を行ったところ、初期加工物、７０％
エタノール浸漬による持続性試験実施後においても、細菌数が２桁以上減少することが確
認され、持続性の高い抗菌加工物を提供する。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、 人 体 と 接 触 す る 部 位 を 抗 菌 加 工 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触
子 。
【 請 求 項 ２ 】
人 体 と 接 触 す る 部 位 は 音 響 レ ン ズ 部 で あ り 、 前 記 音 響 レ ン ズ 部 は 銀 系 無 機 抗 菌 剤 を 表 面 に
有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
音 響 レ ン ズ 部 は 銀 系 無 機 抗 菌 剤 を 前 記 音 響 レ ン ズ 部 表 面 に 塗 装 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ま た は ２ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
銀 系 無 機 抗 菌 剤 は 塗 料 に 対 し 、 ０ ． ３ ～ １ ． ０ ｗ ｔ ％ の 割 合 で 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ か ら ３ い ず れ か １ 項 に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 超 音 波 診 断 装 置 に 用 い ら れ る 超 音 波 探 触 子 に 関 し 、 特 に 、 超 音 波 探 触 子 表 面 の
改 良 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 方 、 超 音 波 探 触 子 に お い て は 超 音 波 探 触 子 用 キ ャ ッ プ グ リ ッ プ に お い て 、 抗 菌 剤 を 表
面 に 塗 布 す る か ま た は キ ャ ッ プ グ リ ッ プ 内 に 含 ま せ た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参
照 ） 。 ま た 、 超 音 波 探 触 子 を 収 容 す る カ バ ー に 抗 菌 性 を 有 す る 部 材 を 用 い た も の が あ る （
例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ４ に は 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 断 面 図 を 示 す 。 超 音 波 探 触 子 ４ １ は 、 圧 電 振 動 子 な ど を
含 む フ ァ ン ク シ ョ ン （ 図 示 せ ず ） と そ れ に 接 続 さ れ る ケ ー ブ ル （ 図 示 せ ず ） と を 樹 脂 ハ ウ
ジ ン グ ４ ３ に 収 容 し 、 そ の 樹 脂 ハ ウ ジ ン グ ４ ３ の 内 部 空 間 に ポ ッ テ ィ ン グ 剤 （ 図 示 せ ず ）
を 充 填 し 、 且 つ 、 樹 脂 ハ ウ ジ ン グ ４ ３ に 弾 性 部 材 グ リ ッ プ キ ャ ッ プ ４ ２ を 被 せ た 構 造 で あ
る 。 弾 性 部 材 グ リ ッ プ キ ャ ッ プ ４ ２ は 、 指 の 力 に よ り 容 易 に 変 形 し う る 程 度 の 弾 性 を 有 す
る 硬 度 ３ ０ ° 以 下 程 度 の 加 硫 ゴ ム ， セ ル ラ ラ バ ー ， エ ラ ス ト マ ー ， 配 合 ゴ ム を 紙 ・ 織 物 な
ど に 含 浸 さ せ た も の ， シ リ コ ン ポ リ マ ー 等 を セ ル ラ ラ バ ー に 含 浸 さ せ た も の な ど か ら な る
。 こ の 弾 性 部 材 グ リ ッ プ キ ャ ッ プ ４ ２ に 抗 菌 剤 を 塗 装 す る か あ る い は 弾 性 部 材 に 練 り 込 む
こ と が 示 さ れ 、 抗 菌 性 を 持 た せ る こ と に よ り 、 衛 生 的 に な る こ と が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ７ ６ ２ ６ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － １ １ ２ ２ ８ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 構 成 で は 、 抗 菌 剤 を 表 面 に 塗 布 す る か ま た は キ ャ ッ プ グ リ ッ
プ 内 に 含 ま せ た も の で あ る た め 、 キ ャ ッ プ グ リ ッ プ に 抗 菌 剤 を 塗 布 ま た は 練 り 込 む こ と が
開 示 さ れ て い る が 、 超 音 波 探 触 子 の 人 体 と 接 触 す る 部 位 に 抗 菌 加 工 を す る 抗 菌 剤 、 加 工 手
段 に つ い て は ま っ た く 開 示 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の も の で あ り 、 抗 菌 加 工 を 施 し た 超 音 波 探 触 子 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 超 音 波 探 触 子 と 人 体 と
接 触 す る 部 位 が 少 な く と も 銀 系 無 機 抗 菌 剤 を 表 面 に 有 す る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 に よ れ ば 、 銀 系 無 機 抗 菌 剤 を 超 音 波 探 触 子 の 音 響 レ ン ズ 部 に 加 工
す る こ と に よ り 、 抗 菌 効 果 の 持 続 性 が 高 い 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 本 発 明 の 抗 菌 加 工 を 実 施 し た 超 音 波 探 触 子 を 示 す 。 プ ロ ー ブ １ １ と 皮 膚 （ 人 体 ）
１ ２ が あ り 、 プ ロ ー ブ １ １ と 皮 膚 １ ２ の 間 に 皮 膚 と プ ロ ー ブ と が 接 触 す る 面 １ ３ が あ る 。
プ ロ ー ブ １ １ と 皮 膚 １ ２ の 間 に 人 体 と 接 触 す る 部 位 １ ３ に 抗 菌 加 工 を 行 っ た 。 さ ら に プ ロ
ー ブ １ １ に 信 号 ケ ー ブ ル １ ４ が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 プ ロ ー ブ １ １ は 矢 印 の 方 向 に 移 動 す る 。 ま た 、 プ ロ ー ブ １ １ で 得 ら れ た 信 号 は プ
ロ ー ブ 上 部 に あ る 線 を 介 し て 本 体 に 移 送 さ れ る 。 本 体 は 図 １ で は 省 略 し た 。 さ ら に 、 信 号
移 送 の 機 構 に つ い て も 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 プ ロ ー ブ １ １ と 皮 膚 １ ２ の 間 に 皮 膚 と プ ロ ー ブ と が 接 触 す る 面 １ ３ に お け る 抗 菌 加 工 方
法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 抗 菌 加 工 は 塗 料 に 抗 菌 剤 を 入 れ 、 前 記 抗 菌 剤 が 入 っ た 塗 料 を 人 体 と 接 触 す る 部 位 に 塗 装
す る こ と よ り 実 施 し た 。 本 実 施 の 形 態 で は 図 ２ に お け る 音 響 レ ン ズ ２ １ に 抗 菌 加 工 を 行 っ
た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 超 音 波 探 触 子 の 概 要 を 示 す 。 音 響 レ ン ズ ２ １ は プ ロ ー ブ カ バ ー ２ ２ の 先 端 部 に あ
り 、 超 音 波 が 前 記 音 響 カ バ ー ２ １ を 介 し て 出 入 り す る 。 音 響 カ バ ー ２ １ は プ ロ ー ブ カ バ ー
２ ２ に 直 接 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 パ ネ ル に 抗 菌 加 工 を 行 っ た 際 の 断 面 図 を 図 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ に お い て 、 操 作 パ ネ ル 断 面 ３ １ の さ ら に 外 側 に 銀 系 無 機 抗 菌 剤 ３ ２ を 含 ん だ 塗 装 面
３ ３ が あ り 、 銀 系 無 機 抗 菌 剤 ３ ２ が 塗 装 面 ３ ３ に 点 在 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 用 い る 音 響 レ ン ズ は シ リ コ ン ゴ ム で あ り 、 銀 系 無 機 抗 菌 剤 は リ ン 酸 ジ ル コ ニ ウ ム
に 銀 を イ ン タ ー カ レ ー シ ョ ン （ ノ バ ロ ン （ 登 録 商 標 ） 東 亜 合 成 製 ） し た も の を 用 い た 。 銀
系 無 機 抗 菌 剤 は 種 々 市 販 さ れ て い る が 、 超 音 波 診 断 装 置 は 医 療 機 器 で あ る た め 、 イ オ ン 溶
出 型 の 抗 菌 効 果 は 発 揮 す る 抗 菌 剤 、 つ ま り 銀 イ オ ン を イ オ ン 結 合 ま た は 置 換 す る こ と に よ
り 母 剤 に 吸 収 ・ 吸 蔵 さ せ た も の は 選 択 枝 か ら 除 外 し 、 銀 の 触 媒 作 用 で 抗 菌 効 果 を 発 揮 す る
抗 菌 剤 を 選 択 し た 。 な お 、 実 施 の 形 態 で は 、 シ リ コ ン ゴ ム を 用 い 検 討 し た 結 果 を 説 明 す る
が 、 超 音 波 診 断 装 置 の 音 響 レ ン ズ 操 作 パ ネ ル に 使 う 樹 脂 で あ れ ば 、 シ リ コ ン ゴ ム に こ だ わ
ら な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 抗 菌 効 果 の 評 価 は Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｚ 　 ２ ８ ０ １ 抗 菌 加 工 製 品 -抗 菌 性 試 験 方 法 ・ 抗 菌 効 果 に 従
っ た 。 な お 、 持 続 性 を 評 価 す る 指 標 と し て 、 前 出 の シ リ コ ン ゴ ム を ７ ０ ％ エ タ ノ ー ル （ ７
０ ℃ ） に ３ ６ ０ 時 間 浸 出 し た も の に つ い て 抗 菌 評 価 を 行 っ た （ 持 続 性 評 価 試 験 ） 。 ５ ｃ ｍ
角 の 前 出 の シ リ コ ン ゴ ム を １ ０ 枚 、 密 封 が で き る ７ ０ ％ エ タ ノ ー ル 溶 液 が 入 っ た 瓶 に 入 れ
、 上 記 条 件 下 に お い た 。 な お 、 樹 脂 と 樹 脂 の 間 は 間 隙 を 確 保 し た 。 抗 菌 評 価 と と も に 試 験
片 の 色 調 変 化 を 同 時 に 確 認 し た 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 図 ３ に 示 す 断 面 図 の 加 工 法 に つ い て 説 明 す る 。 プ ロ ー ブ カ バ ー ３ １ に 塗 装 面 ３ ３ が あ り
、 塗 装 面 ３ ３ に 抗 菌 剤 ３ ２ が 点 在 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 塗 装 面 ３ ３ は ア ク リ ル 塗 料 に 抗 菌 剤 を ０ ． １ ～ １ ． ５ ｗ ｔ ％ 混 ぜ た も の を 準 備 し 、 プ ロ
ー ブ カ バ ー そ れ ぞ れ 塗 装 し 、 塗 装 面 ３ ３ を 得 た 。 さ ら に 実 施 の 形 態 １ で 使 用 し た シ リ コ ン
ゴ ム を ５ ｃ ｍ 角 に 成 形 し た 試 験 片 に も 同 様 に 上 記 加 工 を 行 っ た 。 塗 装 を 行 っ た シ リ コ ン ゴ
ム お よ び プ ロ ー ブ カ バ ー は 紫 外 線 を 照 射 す る こ と に よ り 硬 化 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 抗 菌 剤 は 実 施 の 形 態 ２ で 記 載 し た も の を 使 用 し た 。 ア ク リ ル 樹 脂 は 、 耐 エ タ ノ ー
ル 、 耐 超 音 波 診 断 用 ゲ ル 性 が 求 め ら れ る こ と か ら 、 耐 薬 品 性 の 高 い ４ － ｔ － ブ チ ル カ テ コ
ー ル 型 の も の を 用 い た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 塗 装 の 厚 さ は ０ ． ６ ～ １ ． ２ μ ｍ と し た 。 抗 菌 剤 の 粒 径 が ０ ． ５ μ ｍ で あ る た め
、 抗 菌 剤 を 塗 料 面 に 保 持 し 、 さ ら に 抗 菌 剤 の 一 部 は 塗 装 面 か ら 露 呈 す る 状 態 と し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ４ ）
　 上 記 実 施 の 形 態 で 得 ら れ た 試 験 片 の 抗 菌 評 価 を 行 っ た 結 果 を （ 表 １ ） に 示 す 。 表 １ で は
、 初 期 な ら び に 持 続 性 試 験 実 施 後 の 抗 菌 評 価 結 果 を 示 す 。 大 腸 菌 と 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 の 初 期
菌 数 か ら 指 数 値 ２ 桁 以 上 減 少 し た 場 合 、 抗 菌 効 果 あ り と 判 断 す る 。 さ ら に 持 続 性 評 価 試 験
を 行 っ た 試 験 片 に つ い て も 同 様 の 基 準 を 用 い 、 評 価 し た 。 な お 、 滴 下 し た 大 腸 菌 、 黄 色 ブ
ド ウ 球 菌 の 初 期 菌 数 は １ ０ ５ Ｃ Ｆ Ｕ ／ ｍ ｌ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 抗 菌 加 工 を し て い な い 試 験 片 に お け る 抗 菌 剤 の 添 加 量 が ０ ％ の も の の 細 菌 数 の 指 数 値 は
大 腸 菌 が ＋ １ 、 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 が ± ０ で あ っ た た め 、 評 価 試 験 は 正 常 に 実 施 さ れ た こ と を
確 認 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 塗 料 に 抗 菌 剤 を 混 ぜ た も の を 操 作 パ ネ ル に 塗 装 し た 結 果 を 説 明 す る 。 （ 表 １ ） に 示 す 抗
菌 評 価 結 果 で あ る 。 初 期 の 大 腸 菌 数 、 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 数 の 増 減 は 指 定 さ れ た 範 囲 内 で あ っ
た 。 １ ． ３ ％ 以 上 抗 菌 剤 を 添 加 す る と 抗 菌 効 果 は 保 証 さ れ る が 、 塗 装 面 に 濁 り が 発 生 し た
た め 適 正 範 囲 か ら 除 外 し た 。 し た が っ て 、 実 施 の 形 態 ３ に お い て 、 抗 菌 効 果 は ０ ． ３ ～ １
． ０ ｗ ｔ ％ 添 加 す る と 保 証 さ れ る 。 さ ら に 好 ま し く は ０ ． ５ ～ １ ． ０ ｗ ｔ ％ 抗 菌 剤 を 添 加
し た 場 合 で あ る （ 指 数 値 が ３ 桁 以 上 減 少 し た 場 合 ） 。 な お 、 持 続 性 評 価 試 験 を 実 施 し て も
、 試 験 片 の 色 調 が 変 化 す る も の は 認 め ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 超 音 波 探 触 子 に 抗 菌 剤 を 添 加 ま た は 表 面 に 塗 装 す る こ と で 抗 菌 性
に 優 れ た 超 音 波 探 触 子 を 提 供 で き る 。 ま た 、 抗 菌 効 果 は 瞬 時 の も の で は な く 、 持 続 性 が あ
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る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 本 願 で 添 加 し た 銀 系 無 機 抗 菌 剤 は 超 音 波 探 触 子 の 振 動 子 か ら 発 生 す る 音 波 に 影 響
を 及 ぼ さ な い 操 作 パ ネ ル に 加 工 し て い る た め 、 超 音 波 診 断 装 置 の 機 能 に 影 響 を 与 え る こ と
は な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 超 音 波 探 触 子 が 少 な く と も 銀 系 無 機 抗 菌 剤 を 内 部 に 有
す る ま た は 表 面 に 有 す る た め 、 持 続 的 な 抗 菌 効 果 を 有 す る こ と が 可 能 と な り 、 振 動 子 に よ
り 送 受 信 を 行 な い 体 内 の 情 報 を 得 る た め の 超 音 波 診 断 装 置 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 抗 菌 加 工 を 施 し た 超 音 波 探 触 子 の 外 観 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 に お け る 抗 菌 加 工 を 施 し た 超 音 波 探 触 子 の 概 要 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 に お け る 抗 菌 加 工 を 施 し た 超 音 波 探 触 子 の 抗 菌 加 工 面 の
断 面 図
【 図 ４ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 外 観 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ １ ， ２ ３ ， ４ １ 　 　 プ ロ ー ブ （ 超 音 波 探 触 子 ）
　 １ ２ 　 　 皮 膚 （ 人 体 ）
　 １ ３ 　 　 皮 膚 と プ ロ ー ブ と の 接 触 面
　 １ ４ 　 　 信 号 ケ ー ブ ル
　 ２ １ 　 　 音 響 レ ン ズ
　 ２ ２ ， ３ １ 　 　 プ ロ ー ブ カ バ ー
　 ３ ２ 　 　 抗 菌 剤
　 ３ ３ 　 　 ア ク リ ル 樹 脂 （ 塗 装 面 ）
　 ４ ２ 　 　 弾 性 部 材 グ リ ッ プ キ ャ ッ プ
　 ４ ３ 　 　 樹 脂 ハ ウ ジ ン グ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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